
 

＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

① 第三者評価機関名 

株式会社ミライ・シア 

② 施設・事業所情報 

名称：アスク大倉山保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：加藤 稚佳子 定員（利用人数）：      ８７名 

所在地：神奈川県横浜市港北区大倉山4-1-1 BROTE大倉山1Ｆ                        

TEL：045-549-5282 ホームページ：

https://www.nihonhoiku.co.jp/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日 2011年４月 

 経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社日本保育サービス 

 職員数 常勤職員：      １３名 非常勤職員        ８名 

 専門職員 看護師  １名  

 ７部屋 3部屋 

③理念・基本方針 

１） 安全・安心を第一に保育・育成を実施する。 

２） いつまでも思い出に残る施設となるよう日々の保育を大切にする。 

３） 職員が楽しく働けることでこどもたちを笑顔にする。 

４） 地域とつながり支え合う施設として社会に貢献する。 

５） 常に時代が求める子育て支援を実施し続ける。 

④施設・事業所の特徴的な取組 

「すこやかなからだ、おだやかなこころ、たくましいこころ、やさしいこころ」を園

目標に保育を行なっています。こども一人ひとりの思いを伸ばし、主体的に行動でき

るよう、職員一同こどもたちを見守る気持ちを大切にしています。 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

 2022年8月1日（契約日） ～ 

 2023年3月31日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）       8回（2018年度） 

⑥総評 

◇特長 

１．一昨年現園長の体制になり、環境美化が推進され、室内環境が改善された 

現園長が一昨年赴任され、今年度の取り組みとして園が大量に保有していた備品や荷

物を整理しました。それにより室内に多目的スペースができ、子どもたちがリトミッ

クや体操、ダンス等で利用できる空間が広くなりました。特に事業計画に環境美化は

含まれていませんでしたが、子どもたちを清潔な環境でやりたいことができるように

したいという園長の想い、リーダーシップが発揮された結果、備品の断捨離が進み、

不要な物は倉庫に格納するなどで、施設の活用が進み、子どもたちの生活環境が改善

されています。 

 

２．アフターコロナを見通した園の特性を活かした地域交流が進められている 

園では事業計画の中でも地域交流を掲げており、今年度は「園庭開放」や「栄養士に

よる離乳食講座（オンライン）」を開催しています。コロナ禍であるため、注意を払



いながらの開催にはなりますが、地域の福祉ニーズに貢献する取り組みをされていま

す。また、来期に向けて、保護者や近隣の方に対して本の提供について協力を得なが

ら「貸出図書」の計画があるため、今後も地域への貢献となる取り組みに期待されま

す。 

 

３．年齢ごとに相応しい食への取り組み 

園では3,4,5歳児の子どもにはクッキングを行っています。クッキングには園庭で栽

培しているバジル、ルッコラ、パセリ、ニンジン、パプリカ等を使用しています。

0,1,2歳児はクッキングの際に参加し、食材の匂いや感触を体験しています。1歳児

は野菜の実物に触れ、野菜スタンプを行いました。2歳児は粘土で型抜きの練習を行

ってから小麦粉でクッキーつくりを行いました。3歳児は絵本に出て来る料理に挑戦

し苦手な食材を克服しています。4歳、5歳児は日本の行事食を楽しみ、行事食の意

味を学びながらクッキングを行っています。栄養士は年齢に合った食の楽しみに取り

組んでいます。 

 

◇今後期待される点 

１．開設10年目で行う新しい玩具、遊具への取り換え 

園では、開設10年目ということで、玩具や遊具の劣化が進んでいます。そのため、

古い玩具、遊具の買い替えを行っています。現在は処分をしているので、少しずつ買

い足して種類を増やしているところです。子どもに人気のあるブロックの種類も増や

しています。遊具では新しく平均台、飛び石遊び、ボール、パカポコを買い足し、子

どもは登場するのを楽しみにしています。保護者に対しては、説明会を開催する予定

です。 

 

２．適切な保育サービスを行うための職員配置と職員教育が望まれます 

今年度の保育サービス提供については、人員基準は満たしているものの、当初の計画

人数より少ない人数で対応しています。そのため、日常のオペレーションについて職

員の役割を多少流動的にしながらの運営になっており、主任職員と園長が適宜フォロ

ーしています。職員の研修計画遂行にも人員不足の影響が出ているため、非常勤職員

も含めて適切な配置ができるよう職員の確保が望まれます。 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今年度は環境整備に力をいれた。次年度も引き続き進めて欲しいです。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


